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特　集

新
日
鉄
と
新
日
鉄
住
金
ス
テ
ン
レ
ス（
株
）が

世
界
で
初
め
て
製
鉄
プ
ロ
セ
ス
か
ら
発
生
す
る
ダ
ス
ト
を

再
資
源
化
す
る
技
術
を
開
発

◉
も
の
づ
く
り
の
原
点

直
接
溶
融
・
資
源
化
シ
ス
テ
ム 

◉
ト
ー
ク
ス
ク
エ
ア

探
検
家
・
医
師    

関
野 

吉
晴
氏
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研究開発の現場から

01

自
然
の
産
物
で
あ
る
鉄
鉱
石
か
ら
何
万
種
類
も

の
多
彩
な
鋼
材
製
品
を
つ
く
り
分
け
る
製
鉄
プ
ロ

セ
ス
。
コ
ス
ト
を
抑
え
つ
つ
、
お
客
様
の
注
文
に

合
わ
せ
た
生
産
量
と
納

期
の
最
適
化
を
図
る
生

産
・
物
流
計
画
は
鉄
鋼

業
の
生
命
線
だ
。

「
似
た
よ
う
な
品
種

を
一
つ
の
製
造
単
位
に

ま
と
め
る
組
み
合
わ
せ

の
数
は
膨
大
で
す
。
そ

の『
組
み
合
わ
せ
最
適

化
問
題
』
を
解
き
、
特

定
の
ラ
イ
ン
や
設
備
に

負
荷
を
集
中
さ
せ
ず

に
、
効
率
的
な
生
産
・

物
流
計
画
を
立
て
る

『
最
適
化
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

（
最
適
解
算
出
方
法
）』

の
開
発
が
私
の
使
命
で
す
」

品
種
・
量
・
納
期
な
ど
組
み
合
わ
せ
の
数
が
多

く
な
る
ほ
ど
、
そ
の
解
答
を
導
く
計
算
時
間
は
指

数
関
数
的
に
増
え
て
い
く
。
製
造
工
程
を
俯
瞰
し

て
課
題
を
抽
出
し
、
最
適
解
を
導
く
、
あ
る
い
は

近
似
値
を
導
く
な
ど
数
学
・
統
計
の
さ
ま
ざ
ま
な

解
法
を
駆
使
し
て
、
計
算
時
間
の
短
縮
を
図
り
な

が
ら
最
適
化
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
精
度
を
高
め
る
。

大
学
時
代
に
は
新
日
鉄
と
の
産
学
連
携
に
よ
る

共
同
研
究
に
参
加
し
た
。
直
接
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
高
炉
内
部
の
状
況
を
、
炉
壁
の
温
度
・
圧
力

セ
ン
サ
ー
の
情
報
な
ど
か
ら
推
定
す
る
デ
ー
タ
処

理
技
術
の
開
発
に
携
わ
り
、「
組
み
立
て
産
業
と
は

異
な
る
、
生
き
物
の
よ
う
な
製
鉄
プ
ロ
セ
ス
で
生

み
出
さ
れ
る〝
も
の
の
流
れ
〞を
制
御
し
て
み
た
い
」

と
思
っ
た
。

入
社
し
て
４
年
。
自
ら
考
案
・
工
夫
し
た
最
適

化
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
開
発
に
取
り
組
め
る
研
究
環

境
と
、
原
理
検
証
だ
け
で
は
な
く
、
実
機
化
の
た

め
の
設
計
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
導
入
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ま
で
、
一
貫
し
て
取
り
組
め
る
こ
と
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
る
。
現
在
は
、
君
津
製
鉄
所
の

厚
板
工
場
で
の
実
機
化
を
終
え
、
フ
ォ
ロ
ー
の
段

階
に
入
っ
た
。

「
24
時
間
動
い
て
い
る
製
鉄
所
で
は
、
理
論
を
現

場
に
適
用
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
理

論
を
突
き
詰
め
る
と
同
時
に
、
う
ま
く
現
場
に
適

用
さ
せ
る
視
点
を
持
つ
一
人
前
の
応
用
研
究
者
に

な
り
た
い
で
す
ね
。
今
は
特
定
の
工
程
を
対
象
に

研
究
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
製
鉄
所
全
体
の

最
適
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
夢
で
す
」

挑戦しています。夢のものづくり

技術開発本部 環境・プロセス研究開発センター
計測・制御研究開発部 研究員

 森 純一  （電気・電子工学専攻、2006年入社）

最適化アルゴリズムで
生産・物流計画の最適化を実現したい

S e r i e s

最適化アルゴリズムで導き出した生産・物流計画例



特　集

新日鉄は新日鉄住金ステンレス株式会社
（NSSC）とともに、「回転炉床式還元炉
（RHF：Rotary Hearth Furnace）
による製鉄ダスト類リサイクルプロセス
の開発」で、第56回（2009年度）大河
内賞（※）「大河内記念生産賞」を受賞した。
両社は世界で初めて、製鉄プロセスで
発生するダスト（製鉄ダスト）を、RHF
を利用して再資源化する技術を開発し、
全社の製鉄ダストのゼロエミッション
化体制を整えた。大河内賞では、その
優れた省資源・省エネルギー性と高生
産性、そして開発技術の国内外での普
及への取り組みが高く評価された。

大
河
内
記
念
生
産
賞
を
受
賞

製
鉄
ダ
ス
ト
の

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
へ
の

取
り
組
み

（※）大河内賞は故大河内正敏博士の功績を記念した伝統と権威のある
賞で、大河内記念会（理事長・吉川弘之東京大学名誉教授）がわが国の
生産工学・高度生産方式の実施などに関する顕著な業績を表彰している。

広畑製鉄所RHFプラント3号機

君津製鉄所RHFプラント2号機

新日鉄・NSSC受賞者一同（3月12日・日本工業倶楽部会館）
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製
鉄
プ
ロ
セ
ス
で
は
副
産
物
と
し
て
、
製
鉄
ダ

ス
ト
が
鉄
分
換
算
で
約
5
％
発
生
す
る
。
製
鉄
ダ

ス
ト
は
高
炉
や
転
炉
、
電
気
炉
、
圧
延
ラ
イ
ン
な

ど
の
工
場
の
排
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
微
粉
末
で
、
集

塵
機
で
吸
引
・
収
集
し
て
い
る
。
製
鉄
ダ
ス
ト
の

主
な
成
分
は
鉄
分（
酸
化
鉄
）や
炭
素
で
、
そ
の
再

資
源
化
に
よ
っ
て
鉄
鉱
石
や
コ
ー
ク
ス
の
使
用
量

を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
日
鉄
で
は
こ
れ

ま
で
も
製
鉄
ダ
ス
ト
を
各
製
鉄
所
内
で
再
利
用
し
、

総
発
生
量
の
80
％
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
実
績
を
あ

げ
て
き
た
。
し
か
し
一
方
で
課
題
も
抱
え
て
い
た
。

製
銑
技
術
部
の
茨
城
哲
治
は
Ｒ
Ｈ
Ｆ
開
発
の
狙
い

を
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
製
鉄
ダ
ス
ト
に
は
揮
発
性
の
高
い
亜
鉛
な
ど

の
不
純
物
が
含
ま
れ
、
全
量
リ
サ
イ
ク
ル
の
制
約

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
製
鉄
所
内
で
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
な
い
分
は
、
従
来
か
ら
セ
メ
ン
ト
原
料
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
余
剰
分
は
産
業
廃

棄
物
と
し
て
処
分
す
る
と
い
う
選
択
肢
し
か
な
く
、

貴
重
な
鉄
資
源
と
亜
鉛
が
有
効
利
用
さ
れ
ず
に
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
さ
ら
な
る
省
資
源
・
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
推
進
と
地
球
環
境
保
全
に
貢
献
し
て
い

く
た
め
、
Ｒ
Ｈ
Ｆ
に
よ
る
製
鉄
ダ
ス
ト
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
１
９
９
６
年
か
ら
始
ま
っ
た
。

製
鉄
ダ
ス
ト
を
粒
状
に
加
工
し
、
造
粒
物（
図
１
） 

を
Ｒ
Ｈ
Ｆ
と
い
う
ド
ー
ナ
ツ
状
の
炉
で
高
温
・
高

速
で
還
元
反
応
さ
せ
、
揮
発
性
の
高
い
亜
鉛
を
ガ

ス
化
し
て
回
収
す
る
と
と
も
に
、鉄
分
を
還
元
鉄（
Ｄ

Ｒ
Ｉ
：D

irect Reduced Iron

）と
し
て
再
資
源

化
す
る
も
の（
図
2
）。
し
か
し
、
造
粒
物
の
製
造

が
難
し
く
、
ま
た
Ｒ
Ｈ
Ｆ
で
の
造
粒
物
の
還
元
反

応
が
安
定
し
な
い
な
ど
多
く
の
技
術
課
題
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
世
界
で
も
商
業
プ
ラ
ン
ト
化
が
成
功
し

た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
新
日
鉄
は
こ
の
技
術
を「
原

料
事
前
処
理
―
造
粒
―
Ｒ
Ｈ
Ｆ
焼
成
還
元
―
排
ガ

ス
処
理
―
亜
鉛
ダ
ス
ト
回
収
」の
一
貫
プ
ロ
セ
ス

と
し
て
と
ら
え
て
全
体
を
適
正
化
し
、高
炉
・
転
炉
・

電
気
炉
と
製
鉄
プ
ロ
セ
ス
ご
と
の
特
性
に
合
わ
せ

た
技
術
開
発
に
取
り
組
み
、
全
製
鉄
所
で
発
生
す

る
製
鉄
ダ
ス
ト
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
に
挑
ん
だ
。

製銑技術部
部長　茨城 哲治

還
元
鉄
と
亜
鉛
を
分
離
回
収

世
界
初
の
エ
コ
プ
ロ
セ
ス
を
開
発
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図1  造粒物　各製鉄所の操業実態に応じて、さまざまな造粒物が製造されている

図 2  RHFプロセスフロー

溶解炉（広畑）
高炉　（君津）
電気炉（光）

バーナー
回転炉床（RHF）
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金属亜鉛原料
（有価物）

粗酸化亜鉛製鉄ダスト・スラッジ

還元鉄ペレット、ブリケット

排ガス

製鉄ダスト・スラッジ

成形加工

造粒技術 ブリケット法 ペレット法 押出し成形法
原料 製鉄ダスト 製鉄ダスト スラッジ

造粒物

形状 アーモンド状 球状 円筒状
製鉄所 広畑・光 君津



君
津
製
鉄
所
で
は
実
験
室
規
模
で
の
研
究
開
発

を
経
て
、
２
０
０
０
年
に
商
業
プ
ラ
ン
ト
1
号
機

を
建
設
し
た
。
こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
が
、

高
炉
に
入
れ
る
原
料
と
し
て
還
元
鉄（
Ｄ
Ｒ
Ｉ
）の

品
質
を
つ
く
り
込
む
こ
と
に
あ
っ
た
。
環
境
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
の
織
田
博
史
は
次
の
よ
う
に
振
り

返
る
。

「
Ｄ
Ｒ
Ｉ
を
高
炉
に
入
れ
る
た
め
に
は
、
高
い
強

度
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
炭
素
分
が
多
い
と
ペ
レ
ッ

ト
は
も
ろ
く
な
る
た
め
、
還
元
反
応
後
に
炭
素
が

残
ら
な
い
よ
う
品
質
を
管
理
し
、
造
粒
物
中
の
金

属
鉄
を
メ
ッ
シ
ュ
構
造
と
す
る
こ
と
で
高
強
度
な

広
畑
製
鉄
所
で
は
、
君
津
製
鉄
所
と
同
時
期
の

２
０
０
０
年
に
商
業
プ
ラ
ン
ト
1
号
機
を
建
設
し

た
。
高
炉
を
持
た
な
い
広
畑
製
鉄
所
は
、
廃
タ
イ

ヤ
を
破
砕
し
た
チ
ッ
プ
や
微
粉
炭
を
熱
源
と
す
る

転
炉
型
溶
解
炉
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
入
れ
て
、
溶
銑

を
つ
く
っ
て
い
る（
冷
鉄
源
溶
解
法
＝
Ｓ
Ｍ
Ｐ
法
）。

従
来
、
Ｓ
Ｍ
Ｐ
炉
で
発
生
す
る
製
鉄
ダ
ス
ト
は
Ｓ

Ｍ
Ｐ
炉
に
戻
す
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て
い
た
が
、
還

元
に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
た
め
溶
解
に

時
間
が
か
か
り
、
生
産
性
が
低
下
す
る
課
題
が
あ
っ

た
。
生
産
技
術
部
の
福
田
和
久
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
Ｓ
Ｍ
Ｐ
炉
の
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
え
、
製
鉄

Ｄ
Ｒ
Ｉ
を
つ
く
り
出
し
ま
し
た
」

1
号
機
立
ち
上
げ
後
、
操
業
時
に
起
こ
っ
た
技

術
課
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
く
こ
と
で
、
02
年
に
は

設
備
・
操
業
技
術
を
確
立
す
る
と
と
も
に
2
号
機

を
増
設
し
た
。
2
号
機
の
特
徴
は
ス
ラ
ッ
ジ
を
主

な
原
料
と
す
る
こ
と
だ
。
ス
ラ
ッ
ジ
は
所
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
工
場
の
排
ガ
ス
な
ど
に
含
ま
れ
る
、
鉄

分
を
含
ん
だ
ダ
ス
ト
を
水
処
理
し
て
回
収
す
る
泥

状
の
副
産
物
で
、
1
号
機
で
処
理
す
る
水
分
の
低

い
ダ
ス
ト
と
は
事
前
処
理
や
造
粒
技
術
が
異
な
る
。

「
製
鉄
所
内
の
各
工
程
で
発
生
す
る
ダ
ス
ト
は
不

純
物
が
多
く
、
成
分
・
物
性
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
い

ダ
ス
ト
を
効
率
よ
く
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
、
還

元
率
を
高
め
、
高
温
の
ま
ま
Ｄ
Ｒ
Ｉ
を
Ｓ
Ｍ
Ｐ
炉

に
入
れ
る
方
法
を
考
案
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
回

転
炉
内
の
温
度
を
上
げ
た
の
で
す
が
、
Ｄ
Ｒ
Ｉ
が

炉
床
や
払
出
部
に
付
着
す
る
な
ど
新
た
な
問
題
が

発
生
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
付
着
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解

明
し
、
剥
離
方
法
を
考
え
た
り
原
料
配
合
を
変
え

る
こ
と
で
付
着
物
の
成
長
を
防
ぐ
な
ど
、
安
定
操

業
の
た
め
の
技
術
を
開
発
し
ま
し
た
」

04
年
ま
で
に
1
号
機
の
操
業
が
軌
道
に
乗
る
と
、

05
年
に
2
号
機
、
08
年
に
は
3
号
機
を
増
設
し
た
。

増
設
プ
ラ
ン
ト
で
は
、
大
分
・
名
古
屋
両
製
鉄
所

君津製鉄所　環境資源エネルギー部
ダストリサイクルグループリーダー　 織田 博史

広畑製鉄所　生産技術部 
生産技術グループリーダー　福田 和久

広畑製鉄所　製鋼工場
マネジャー　 永井 渉

特　　集
大河内記念生産賞を受賞　製鉄ダストのゼロエミッション化への取り組み

の
で
、
ダ
ス
ト
の
化
学
成
分
や
粒
度
分
布
を
測
定
し

て
一
定
の
ブ
レ
ン
ド
メ
ニ
ュ
ー
を
つ
く
り
、
造
粒
条

件
を
揃
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ス
ラ
ッ
ジ
は
水
分
を

多
く
含
む
た
め
、
１
０
０
０
℃
近
い
高
温
の
還
元
炉

内
に
入
れ
る
と
、
爆
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
脱
水
・
成
形
の
最
適
方
式
の
開
発
に
よ
り
、

乾
燥
工
程
を
通
さ
ず
直
接
Ｒ
Ｈ
Ｆ
に
入
れ
て
も
爆
裂

し
な
い
成
形
法
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
原
料
で
あ

る
混
合
ス
ラ
ッ
ジ
の
性
状
管
理
の
最
適
化
な
ど
に
よ

り
、
安
定
的
な
処
理
を
実
現
し
ま
し
た
」（
織
田
）。

君
津
は
生
産
量
が
大
き
い
一
貫
製
鉄
所
で
あ
り
、

製
鉄
ダ
ス
ト
の
発
生
量
も
大
き
い
が
、
生
産
性
の
低

い
ス
ラ
ッ
ジ
を
2
号
機
に
集
中
さ
せ
、
1
号
機
と
そ

の
後
08
年
に
増
設
し
た
3
号
機
の
生
産
性
を
最
大
化

す
る
こ
と
で
、
所
内
の
製
鉄
ダ
ス
ト
の
全
量
リ
サ
イ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

で
発
生
し
た
、
亜
鉛
含
有
量
が
高
く
再
利
用
が
難

し
い
製
鉄
ダ
ス
ト
を
受
け
入
れ
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

い
る
。
製
鋼
工
場
の
永
井
渉
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
複
数
の
製
鉄
所
の
材
料
を
混
合
し
て
利
用
す
る

た
め
、
関
係
者
で
混
合
・
搬
入
条
件
の
確
認
を
入

念
に
繰
り
返
し
ま
し
た
。
ま
た
受
け
入
れ
た
後
で

成
分
が
均
一
に
な
る
よ
う
ブ
レ
ン
ド
す
る
こ
と
で
、

高
還
元
率
を
維
持
す
る
造
粒
処
理
技
術
を
確
立
し

ま
し
た
。
今
後
も
高
い
生
産
性
と
処
理
コ
ス
ト
の

ミ
ニ
マ
ム
化
を
極
限
ま
で
追
求
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

君
津
製
鉄
所

一
貫
製
鉄
所
内
で
全
量
完
結
リ
サ
イ
ク
ル

広
畑
製
鉄
所

集
中
処
理
で
多
製
鉄
所
連
結
リ
サ
イ
ク
ル
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Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
光
製
造
所
で
は
電
気
炉
で
ス
テ
ン
レ

ス
鋼
を
製
造
し
て
い
る
。
ス
テ
ン
レ
ス
ダ
ス
ト
は

普
通
鋼
の
製
鉄
ダ
ス
ト
に
比
べ
て
粒
径
が
非
常
に

細
か
く
、
鉄
分
が
少
な
い
上
に
、
融
点
が
高
く
難

還
元
性
の
ク
ロ
ム
や
ニ
ッ
ケ
ル
の
酸
化
物
が
含
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
造
粒
・
塊
成
化
、
還
元
反

応
の
促
進
に
多
く
の
課
題
が
あ
っ
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｃ

の
柳
善
博
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
造
粒
し
て
炉
内
に
入
れ
て
も
反
応
が
進
ま
ず
、

ば
ら
ば
ら
に
崩
れ
て
し
ま
う
問
題
が
起
き
ま
し
た
。

新
日
鉄
と
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
で
は
現
在
、
君
津
・
広
畑
・

光
の
3
箇
所
で
7
基
の
Ｒ
Ｈ
Ｆ
が
稼
働
し
て
い
る
。

製
鉄
ダ
ス
ト
リ
サ
イ
ク
ル
の
08
年
度
実
績
は
処
理
量

が
89
万
ト
ン
に
の
ぼ
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
は
重

油
換
算
で
6
万
kl
、
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
抑
制
効
果
は

16
万
ト
ン
に
達
し
、
１
０
８
億
円
の
経
済
効
果
を
も

た
ら
し
た
。

全
製
鉄
所
で
発
生
す
る
製
鉄
ダ
ス
ト
を
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
す
る
体
制
を
整
え
た
新
日
鉄
は
、

国
内
外
他
社
へ
の
技
術
供
与
を
実
施
し
て
い
る
。

08
年
に
は
国
内
の
朝
日
工
業（
株
）に
1
基
、
台
湾

の
中
国
鋼
鉄
に
1
基
、
09
年
に
は
中
国
の
馬
鞍
山

鋼
鉄
に
1
基
、
韓
国
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
に
2
基
の
計

5
基
が
建
設
さ
れ
た
。

さ
ら
に
08
年
10
月
に
は（
株
）神
戸
製
鋼
所
と
共

当
初
設
計
し
た
炉
で
は
加
熱
帯
に
酸
素
が
残
る
構

造
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
す
。
ス
テ
ン
レ
ス

ダ
ス
ト
を
還
元
す
る
に
は
シ
ー
ル
が
不
完
全
で
あ
っ

た
た
め
、
酸
化
鉄
と
の
反
応
が
進
む
前
に
、
還
元

材
が
こ
の
残
留
酸
素
と
反
応
し
て
、
発
生
す
る
ガ

ス
の
内
圧
に
よ
り
ブ
リ
ケ
ッ
ト
を
崩
壊
さ
せ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
シ
ー
ル
性
の
強
化
と
加
熱
に
必

要
な
燃
焼
空
気
の
供
給
を
低
位
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
、
炉
内
に
残
る
酸
素
も
燃
焼
し
て
消
費
さ
せ

る
こ
と
で
克
服
し
ま
し
た
。
ま
た
、
加
熱
時
に
ス

同
出
資
会
社
を
設
立
し
、
広
畑
製
鉄
所
に
4
基
目

の
Ｒ
Ｈ
Ｆ
を
建
設
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
こ
れ

に
合
わ
せ
て
新
日
鉄
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
先
の
住
友

金
属
工
業（
株
）、
日
新
製
鋼（
株
）、（
株
）中
山
製

鋼
所
で
発
生
す
る
製
鉄
ダ
ス
ト
を
資
源
化
し
、
新

日
鉄
、
神
戸
製
鋼
、
山
陽
特
殊
製
鋼（
株
）に
還
元

鉄
を
供
給
す
る
こ
と
で
、
関
西
圏
で
の
効
率
的
な

製
鉄
ダ
ス
ト
リ
サ
イ
ク
ル
を
計
画
し
て
い
る（
図
3
）。

製
鉄
ダ
ス
ト
リ
サ
イ
ク
ル
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
、

世
界
的
に
数
百
万
ト
ン
規
模
あ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

新
日
鉄
は
Ｒ
Ｈ
Ｆ
に
よ
る
製
鉄
ダ
ス
ト
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ロ
セ
ス
の
普
及
を
通
じ
て
、鉄
や
亜
鉛
、ク
ロ
ム
、

ニ
ッ
ケ
ル
な
ど
有
用
金
属
の
再
資
源
化
を
推
進
し
、

循
環
型
社
会
構
築
と
地
球
環
境
保
全
に
貢
献
し
て

い
く
。

新日鉄住金ステンレス（NSSC） 光製造所
製鋼工場　製鋼技術室長　 柳 善博

ラ
グ
成
分
を
最
適
に
配
合
調
整
す
る
こ
と
で
、
ば

ら
ば
ら
に
崩
れ
な
い
塊
状
の
高
還
元
性
ブ
リ
ケ
ッ

ト
を
製
造
で
き
ま
し
た
」

01
年
に
建
設
し
た
１
号
機
で
、
ス
テ
ン
レ
ス
ダ

ス
ト
特
有
の
操
業
技
術
の
確
立
に
試
行
錯
誤
し
05

年
に
は
電
気
炉
で
の
全
量
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
現
。

鉄
と
と
も
に
高
価
な
ク
ロ
ム
や
ニ
ッ
ケ
ル
を
再
資

源
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
光
製
造
所

ク
ロ
ム
、
ニ
ッ
ケ
ル
を
リ
サ
イ
ク
ル

国
内
外
５
カ
所
に
技
術
供
与

循
環
型
社
会
構
築
と
地
球
環
境
保
全
に
貢
献

特　　集
大河内記念生産賞を受賞　製鉄ダストのゼロエミッション化への取り組み
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図3  国内でのリサイクルシステム計画と国内外への技術供与

広畑 名古屋

大分

広畑RHFを中心とする複数製鉄所間での
リサイクルシステム

技術供与先

新日鉄の製鉄所
アライアンス先の製鉄所



加工性が良くて強い　自動車を支える新日鉄の ハイテン

新日鉄
ギャラ

リー

大分製
鉄所 One Scene

30万トン超級の大型原料運搬船を

国内で唯一受け入れることができる、大分製鉄所の「シーバース」。

背景に別府の町の湯煙がたなびき、

由布岳や鶴見岳などの山々が雄大な姿を見せる。

新日鉄の

自
動
車
の
車
体
は
、
鉄
を
複
雑
な
形
に

切
断
、
加
工
、
溶
接
し
て
組
み
立
て
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
鉄
に
は「
成
形
し
や
す
さ
」が
必

要
だ
が
、
同
時
に
、
衝
突
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
吸
収
し
て
乗
る
人
を
保
護
す
る「
強
さ
」

と
、
燃
費
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の「
軽
さ
」

も
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

の
が「
自
動
車
用
高
強
度
鋼
板（
ハ
イ
テ
ン
）」

だ
。
例
え
ば
新
日
鉄
は
、
９
８
０
Ｍ
Ｐ
ａ

級
と
い
う
高
強
度
の
冷
延
・
め
っ
き
鋼
板

を
開
発
し
、
実
用
化
し
て
い
る
。

980MPa
270MPa

590MPa

980MPa

衝突試験後 衝突試験前
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ものづくりの原点   科学の世界 VOL.48

製
鉄
事
業
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

継
承
し
、
ご
み
処
理
技
術

を
確
立
す
る

石
炭
を
蒸
し
焼
き
に
し
た
コ
ー
ク
ス

を
利
用
し
て
、
原
料
の
鉄
鉱
石（
酸
化

鉄
）か
ら
酸
素
を
除
去（
還
元
）し
、
溶

か
し
て
鉄
鋼
製
品
の
源
と
な
る
銑
鉄
を

生
み
出
す
高
炉
。
徳
利
型
を
し
た
こ
の

シ
ャ
フ
ト
炉（
※
１
）で
は
、
炉
頂
か
ら

炉
底
に
鉄
鉱
石
が
下
る
過
程
で
、固
体
・

気
体
・
液
体
が
共
存
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
反
応
プ
ロ
セ
ス
が
進
行
し
て
い
る
。

こ
の
大
型
反
応
炉
の
知
見
を
も
と
に
、

新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
不
燃
物

を
含
め
た
ご
み
を
高
温
で
溶
融
し
て

最
終
処
分
量
の
低
減
を
図
る
と
と
も
に
、

資
源
を
回
収
す
る「
シ
ャ
フ
ト
炉
式
ガ

ス
化
溶
融
炉（
以
下
、
溶
融
炉
）を
用
い

た
資
源
化
シ
ス
テ
ム
」を
開
発
・
実
機

化
し
た（
図
１
）。

溶
融
炉
は
高
炉
と
同
様
に
、
原
料
の

ご
み
、
コ
ー
ク
ス
と
石
灰
石
を
炉
頂
か

ら
装
入
し
、
最
終
的
に
炉
底
か
ら
ス
ラ

グ（
※
２
）と
鉄（
メ
タ
ル
）を
排
出
す
る
。

燃
焼
力
の
強
い
コ
ー
ク
ス
を
熱
源
と

し
て
い
る
た
め
、
両
炉
と
も
高
温
還
元

雰
囲
気
で
の
溶
融
が
可
能
で（
溶
融
炉

は
１
7
０
０
〜
１
8
０
０
℃
）、
炉

内
の
温
度
を
上
げ
る
た
め
の
送
風
口（
羽

口
）を
装
備
し
て
い
る
。
溶
融
時
間
は

高
炉
の
約
８
時
間
に
対
し
て
溶
融
炉
は

そ
の
半
分
だ（
図
２
）。

ご
み
を
熱
分
解
・
ガ
ス
化
し
て
燃
焼
・

溶
融
す
る
方
式
は
、
そ
の
熱
分
解
方

法
の
違
い
な
ど
に
よ
り
分
類
さ
れ（
図

３
）欧
米
か
ら
の
技
術
導
入
も
含
め
て

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
中
で
、
新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
が
製
鉄
事
業
で
培
っ
た
高
温
溶

融
技
術
を
も
と
に
独
自
開
発
し
た「
ガ

ス
化
と
溶
融
の
一
体
型
シ
ャ
フ
ト
炉
」

は
、
ご
み
を
上
部
で
乾
燥
さ
せ
た
後

に
熱
分
解
・
ガ
ス
化
し
、
下
部
で
熱

分
解
残
渣（
※
３
）を
燃
焼
す
る
と
と
も

に
コ
ー
ク
ス
ベ
ッ
ド
の
熱
に
よ
り
不

燃
残
渣（
灰
分
）を
溶
融
す
る（
図
４
）。

こ
の
方
式
は
、
高
温
で
多
様
な
ご
み

を
安
定
的
に
溶
融
処
理
で
き
る
こ
と
や
、

ガ
ス
化
と
溶
融
一
体
型
で
、
ご
み
の
質

の
変
動
に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
操
業
が

可
能
と
い
う
利
点
が
あ
る
。

高
炉
操
業
の

要
素
技
術
を
活
か
す

溶
融
炉
に
は
、
高
炉
操
業
の
要
素

技
術
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
原

料
を
入
れ
る
装
置
は
可
燃
性
の
ガ
ス

が
漏
れ
な
い
二
重
シ
ー
ル
構
造
に
な
っ

て
お
り
、
炉
頂
で
は
ガ
ス
の
温
度
や
組

成
を
計
測
・
監
視
。
炉
壁
に
は
温
度
・

圧
力
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
て
、
温
度
計

を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
高
温

の
炉
内
部
で
の
温
度
分
布
や
ガ
ス
組
成

を
把
握
し
、
ご
み
の
反
応
の
進
み
具
合

を
推
定
し
な
が
ら
、
ご
み
の
装
入
量
や

羽
口
か
ら
の
送
風
量
を
制
御
し
て
い
る

（
写
真
１
）。

得
ら
れ
る
ス
ラ
グ
は
装
入
す
る
石
灰

石
の
量
で
塩
基
度（
※
4
）を
調
整
し
た

高
品
質
の
水
砕
ス
ラ
グ（
※
5
）だ
。
溶

融
ス
ラ
グ
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
に
適
合
さ
せ

る
た
め
、
ご
み
に
含
ま
れ
る
鉛
や
亜
鉛

な
ど
の
非
鉄
金
属
の
酸
化
物
を
還
元
・

揮
発
さ
せ
て
、
さ
ら
に
重
金
属
含
有
量

を
管
理
し
て
安
全
な
品
質
を
つ
く
り
込

ん
で
い
る
。

ま
た
、
溶
融
物
に
混
在
す
る
メ
タ

ル
は
、
石
灰
石
の
量
と
温
度
管
理
で

溶
融
物
の
粘
性
を
調
整
し
、
排
出
後

の
水
槽
中
で
ス
ラ
グ
と
分
離
凝
固
す

る
よ
う
に
制
御
し
て
い
る（
写
真
２
）。

ス
ラ
グ
や
メ
タ
ル
の
品
質
制
御
に
石
灰

石
を
利
用
す
る
技
術
は
高
炉
操
業
の
中

で
培
わ
れ
て
き
た
も
の
だ
。
ご
み
１
ト

ン
あ
た
り
約
90
㎏
の
ス
ラ
グ
と
約
10
㎏

の
メ
タ
ル
が
で
き
る
。
ス
ラ
グ
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
二
次
製
品
や
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
合
材
に
使
わ
れ
、
メ
タ
ル
は
建

設
用
機
械
の
カ
ウ
ン
タ
ー
ウ
エ
イ
ト

や
鉄
源
と
し
て
流
通
・
利
用
さ
れ
て

い
る（
写
真
３
）。

〝
鉄
〞で
育
ん
だ

高
温
溶
融
技
術
を

社
会
の
た
め
に

１
７
０
０
〜
１
８
０
０
℃
の
高
温
の
炉
で
多
様
な
ご
み
を
溶
融
し
、
そ
こ

で
生
ま
れ
る
ガ
ス
や
熱
、
ス
ラ
グ
、
メ
タ
ル
を
再
資
源
化
す
る「
直
接
溶
融
・

資
源
化
シ
ス
テ
ム
」。
現
在
、
ご
み
の
最
終
処
分
場
の
延
命
や
有
害
物
質

の
排
出
抑
制
な
ど
の
社
会
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
最
先
端
の
ご
み
処
理
技
術
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ（
株
）（
元
新
日

鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
本
部
）で
は
、
１
９
７
０
年
代
か
ら
高
炉
の

高
温
溶
融
技
術
の
知
見
を
も
と
に
研
究
開
発
に
取
り
組
み
、
多
様
な
ご
み

に
適
応
す
る
処
理
技
術
を
開
発
・
実
機
化
し
、
信
頼
性
を
高
め
て
き
た
。

今
回
は
、
同
技
術
に
活
か
さ
れ
た
製
鉄
技
術
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
紐
解
く
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
進
化
へ
の
挑
戦
の
姿
を
紹
介
す
る
。

直接溶融・資源化
システム

※本企画では今号から数回にわたり、長年、
製鉄事業で培ってきた経験と技術を基盤
に成長・発展を遂げるグループ各社の保
有技術にスポットを当てて、その原点と
技術開発の最先端を紹介します。
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燃焼帯
（1,000℃～1,700℃）

乾燥・予熱帯
（約300℃～400℃）

熱分解・ガス化帯
（300℃～1,000℃）

溶融帯
（1,700℃～1,800℃）

空気

空気+O2

ガス燃焼・エネルギー回収・発電

高
温
還
元
雰
囲
気

ガ
ス
化
・
高
温
溶
融
一
体
型

コークス

石灰石

1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1977年（昭和52年）

1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）

1993年（平成  5年）

1995年（平成  7年）
1996年（平成  8年）

1998年（平成10年）

2000年（平成12年）

2005年（平成17年）

約
30
年
の
実
用
施
設
稼
働
実
績

調査研究開始
20t/日実証プラント
40t/日実証プラント
（東京都と共同実証試験）

10t/日研究施設（多段羽口実証）

50t/日釜石市施設改造（   〃   ）

20t/日研究施設に増強
（現在も稼働中）

150ｔ/日茨木市施設改造
（可燃ダスト羽口が吹込実証）

溶融炉のCO2排出量削減に関して
各施設実機で実証試験実施
（バイオマスコークス等）

補助対象施設としての
厚生省認定獲得

1号機稼働　（釜石市）
2号機稼働　（茨木市第1工場）

3号機稼働　（茨木市第2工場）

6号機稼働　（飯塚市）
大型炉（200ｔ/日・炉）受注
（秋田市）

受注・建設実績３５件~

研 究 開 発 実 用 施 設
鉄鉱石 16,000t/日
コークス 4,000t/日
石灰石 70t/日

廃棄物 240t/日
コークス 12t/日
石灰石 9t/日

高　炉 溶融炉

5,000m3 130m3

微粉炭
1,000t/日

銑鉄 10,000t/日
スラグ 3,000t/日

メタル 4t/日
スラグ 26t/日

ガス化溶融炉 ガス燃焼式

ガス改質式

ガス化・溶融一体型

ガス化・溶融分離型 流動床式

キルン式

シャフト炉式

ごみを熱分解・
ガス化し、
残渣を溶融処理

ガス化と溶融を
一つの炉で実施

ガス化炉にて熱分解
後、その残渣の一部
を溶融炉にて溶融

ご み

スラグ

メタル

炉内状況を基にした
制御画面

炉底から排出
される溶融物

スラグ、メタル

ガス化溶融炉の分類
ごみのガス化溶融方式は、熱分解方法の違いなどにより分類される

シャフト炉式ガス化溶融炉の概要

新日鉄エンジニアリングの溶融技術開発への取り組み 高炉との概要比較図

炉内状況
写真1

炉底 排
写真2

グ
写真3

新1 高2

シ4ガ
ご

3

※１ シャフト炉／原料や燃料などの装入物を上から入れて、炉の下部から溶融物を排出するたて型炉。
※２ スラグ／溶融炉で約1,500℃以上の高温で焼却灰などを溶融した結果、生成されるガラス質の固化物。
※3 残渣／残りかす
※4 塩基度／酸化カルシウム（CaO）とシリカ（SiO2）の重量比。スラグの生成（溶融）条件を決めるための指標。
※5 水砕スラグ／溶融スラグを水槽に流し込み急冷することによって粒状化したもの。
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ものづくりの原点    科学の世界

多
様
な
有
機
物
に

対
応
す
る

一
方
、
溶
融
炉
は
高
炉
に
は
な
い

熱
分
解
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
。
主
に
鉄
分

と
酸
素
か
ら
な
る
鉄
鉱
石
と
は
異
な
り
、

ご
み
に
は
種
々
の
有
機
物
が
含
ま
れ

る
た
め
多
様
な
有
機
物
を
熱
分
解
す

る
幅
広
い
対
応
力
が
求
め
ら
れ
る
ほ

か
、
ご
み
に
含
ま
れ
る
水
分
の
乾
燥
・

予
熱
プ
ロ
セ
ス
も
重
要
に
な
る
。

特
に
熱
分
解
後
に
発
生
す
る
ガ
ス

の
処
理
は
難
し
い
。
高
炉
は
装
入
す
る

物
質
が
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
ガ
ス
も

処
理
し
や
す
い
。
し
か
し
溶
融
炉
で
は
、

原
料（
ご
み
）を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。

原
料
の
種
類
は
多
岐
に
わ
た
り
、
夏

に
な
る
と
ス
イ
カ
の
皮
が
増
え
る
な
ど

季
節
に
よ
っ
て
内
容
も
異
な
る
。
ま
た
、

塩
化
ビ
ニ
ル
な
ど
塩
素
含
有
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
燃
焼
時
に
は
、
有
害
な
燃
焼

ガ
ス
の
発
生
を
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
特
に
、
２
０
０
２
年
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
特
別
措
置
法
の
施
行
以
降
は

有
害
物
に
対
す
る
規
制
が
厳
し
く
な
り
、

ガ
ス
の
処
理
過
程
で
の
徹
底
し
た
分

解
・
無
害
化
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
有
機
性
の
有
害
物
質
や
重

金
属
、
窒
素
酸
化
物（
Ｎ
Ｏ
x
）、
硫
黄

酸
化
物（
Ｓ
Ｏ
ｘ
）な
ど
へ
の
対
応
を
万

全
に
す
る
た
め
、
独
立
し
た
燃
焼
室
で

熱
分
解
ガ
ス
を
完
全
燃
焼
さ
せ
る
こ
と

と
後
段
で
の
吸
着
・
分
解
技
術
と
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
り
、
有
害
ガ
ス
の
発

生
を
徹
底
的
に
抑
え
た
。
さ
ら
に
燃
焼

後
に
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
で
回
収
さ
れ
る
重

金
属
を
非
鉄
精
錬
会
社
で
再
利
用
す
る

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
も
確
立
し
た（
山

元
還
元
）（
図
５
）。

ご
み
を
燃
や
す
従
来
の
ご
み
焼
却

炉
は
、
固
形
物
が
不
完
全
燃
焼
し
て
有

害
物
質
が
発
生
し
や
す
い
が
、
ガ
ス
化

溶
融
炉
は
高
温
で
熱
分
解
・
ガ
ス
化
し

た
も
の
を
燃
や
す
た
め
燃
焼
室
の
制

御
が
し
や
す
い
と
い
う
優
位
性
が
あ
り
、

従
来
の
焼
却
設
備
を
代
替
す
る「
次
世

代
型
の
ご
み
処
理
技
術
」と
し
て
高
い

評
価
を
得
て
い
る
。

現
在
で
は
国
内
外
で
31
基
の
溶
融

炉
が
稼
働
中
。
原
料
を
選
べ
な
い
と
い

う
制
約
の
中
で
、
多
彩
な
技
術
や
工
夫

の
組
み
合
わ
せ
を
経
験
知
と
し
て
蓄
積

す
る
こ
と
で
操
業
技
術
の
向
上
を
図
り
、

厳
し
い
排
ガ
ス
基
準
や
ス
ラ
グ
品
質
基

準
を
確
実
に
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

「
小
さ
な
一
貫
製
造
所
」

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
す

溶
融
炉
の
改
善
・
高
度
化
の
努
力

は
現
在
も
続
く
。
ご
み
の
多
様
化
へ
の

対
応
策
と
し
て
、
北
九
州
市
戸
畑
に
あ

る
試
験
プ
ラ
ン
ト
で
は
、
ご
み
の
内
容

変
動
を
考
慮
し
な
が
ら
最
適
な
バ
ラ
ン

ス
・
量
・
装
入
方
法
な
ど
を
検
証
し
て

い
る
。
特
に
近
年
、
最
終
処
分
場
の
延

命
化
の
た
め
、
処
分
場
を
掘
り
起
こ
し

て
溶
融
炉
で
処
理
す
る
こ
と
を
進
め

て
い
る
が
、
掘
り
起
こ
し
ご
み
や
汚

泥
の
処
理
で
は
、
ス
ラ
グ
や
メ
タ
ル

な
ど
の
品
質
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
処
理
方
法
を
確
立
し
、
溶
融
炉
の

処
理
能
力
の
高
さ
を
実
証
し
た（
図
６
）。

従
来
処
理
が
困
難
だ
っ
た
ス
レ
ー
ト
な

ど
非
飛
散
性
ア
ス
ベ
ス
ト
の
処
理
に
つ

い
て
も
、実
証
試
験
に
よ
り
一
貫
管
理
・

処
理
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
て
処
理
事
業

者
の
許
認
可
を
取
得
し
た
ほ
か
、
オ
ゾ

ン
層
を
破
壊
す
る
フ
ロ
ン
の
処
理
で
も

実
証
試
験
を
重
ね
、
羽
口
か
ら
吹
き
込

み
完
全
分
解
す
る
方
法
を
確
立
し
た
。

ま
た
、
溶
融
炉
の
大
型
化
に
よ
る

処
理
能
力
向
上
も
必
須
課
題
だ
。
操
業

実
績
を
積
む
過
程
で
徐
々
に
大
型
化
を

進
め
、
一
炉
で
人
口
20
〜
30
万
人
の
中

核
都
市
の
ご
み
処
理
を
実
施
で
き
る

２
６
５
ト
ン
／
日
能
力
ま
で
実
機
化
し

た
。
高
炉
と
同
様
に
、
容
量
が
増
え
れ

ば
増
え
る
ほ
ど
、
炉
内
中
心
部
の
ガ
ス

の
流
れ
や
温
度
の
制
御
が
難
し
く
な

る
が
、
熱
力
学
や
流
体
力
学
の
見
地
や
、

炉
内
挙
動
予
測
制
御
技
術
な
ど
、
高
炉

操
業
で
蓄
積
し
た
多
彩
な
技
術
が
大
型

化
へ
の
布
石
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
削
減
の
た
め
、

コ
ー
ク
ス
使
用
量
の
削
減
も
図
っ
て
い

る
。
送
風
羽
口
を
多
段
化
し
て
下
部

で
コ
ー
ク
ス
を
燃
焼
さ
せ
る
と
と
も
に
、

上
部
で
炭
素
分
の
多
い
ご
み
の
熱
分
解

残
渣
を
直
接
燃
焼
さ
せ
る
方
式
を
考
案

し
て
熱
源
利
用
の
効
率
化
を
図
る
と

と
も
に
、
炉
上
部
か
ら
飛
散
し
た
微

細
な
可
燃
性
の
熱
分
解
残
渣
を
捕
集
し
、

熱
源
と
し
て
羽
口
か
ら
吹
き
込
む
技
術

を
導
入
。
コ
ー
ク
ス
使
用
量
を
ご
み

１
ト
ン
あ
た
り
50
㎏
か
ら
40
㎏
ま
で

低
減
し
た（
図
７
）。
最
近
で
は
、
コ
ー

ク
ス
の
代
替
燃
料
と
し
て
バ
イ
オ
マ

ス
コ
ー
ク
ス
の
活
用
に
も
取
り
組
ん

で
い
る（
写
真
４
）。

さ
ら
に
、
ご
み
処
理
時
の
熱
回
収

に
よ
る
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
の
高
効
率

化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
通
常
の
火

力
発
電
で
は
５
０
０
〜
６
０
０
℃
ま
で

蒸
気
温
度
を
上
げ
ら
れ
る
が
、
廃
棄

物
発
電
で
は
ご
み
中
の
塩
素（
Cl
）や
硫

黄（
Ｓ
）な
ど
が
塩
と
な
っ
て
ボ
イ
ラ
ー

に
付
着
し
、
３
０
０
℃
以
上
に
な
る
と

一
気
に
腐
食
性
が
高
ま
る
た
め
温
度
を

上
げ
る
こ
と
が
難
し
い
。
発
電
効
率
を

高
め
る
た
め
に
、
ボ
イ
ラ
ー
内
の
過
熱

器
に
耐
腐
食
性
の
高
い
ス
テ
ン
レ
ス

鋼
を
採
用
す
る
と
と
も
に
、
ボ
イ
ラ
ー

の
局
部
的
な
温
度
上
昇
を
抑
え
ダ
ス
ト

が
付
着
し
に
く
い
構
造
設
計
を
導
入
し

て
、
平
均
４
０
０
℃
ま
で
の
昇
温
を
可

能
に
し
た
。

当
初
、
高
炉
技
術
の
専
門
チ
ー
ム

で
ス
タ
ー
ト
し
た
溶
融
炉
開
発
は
、
そ

の
後
、
化
学
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
ト

な
ど
の
専
門
家
も
加
わ
り
、
さ
ら
に
シ

ス
テ
ム
制
御
の
技
術
が
融
合
し
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
溶
融
炉
は
有
価
資
源

を
生
む
だ
け
で
は
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

発
電
ま
で
の
技
術
が
集
積
し
た「
小
さ

な
一
貫
製
造
所
」だ
。
新
日
鉄
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
で
は
今
後
も
溶
融
炉
の
性

能
を
高
め
、
さ
ら
に
操
業
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
技
術
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
で
、

省
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
に
貢
献
し

て
い
く
。
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DATA

触
媒
反
応
塔

ガ
ス
化
溶
融
炉

ガ
ス
化
溶
融
炉

メ
タ
ル

ス
ラ
グ

磁選機

水砕処理
設備

クレーン

押込送風機

酸素発生装置
(PSA)

排
ガ
ス
温
度
調
節
器

反
応
助
剤

可
燃
ダ
ス
ト

アンモニア

ボ
イ
ラ
ー

燃焼空気
送風機

誘引通風機

バ
グ
フ
ィ
ル
タ

無害化処理装置

資源化

煙
突

熱利用

発電

燃
焼
室

燃
焼
室

燃
焼
室

燃
焼
室

溶融・資源化プロセス溶融・資源化プロセス 排ガス処理・エネルギー回収プロセス排ガス処理・エネルギー回収プロセス

重金属回収
（山元還元）

還元剤（コークス）

資源化

埋立

送風羽口

焼却残渣 汚 泥

掘り起こしごみ

シュレッダー
ダスト

焼却残渣
（主灰・飛灰）汚泥

都市
ごみ

掘り起こしごみ

Automobile
shredding
residue
（ASR）

20

15

10

5

0
0 20 40 60 80

低
位
発
熱
量（
Ｍ
Ｊ
／
㎏
）

灰分 （%）

シュレッダーダスト
1980 1993 1997 2002 2005

コ
ー
ク
ス
比（
㎏
／
Ｔ
Ｒ
）

140

120

100

80

60

40

20

0

120 80 50～ 40～ 40～

操業改善

羽口
多段化 可燃ダスト

吹き込み
バイオマス
コークス
（カーボン
ニュートラル）

（年）

7 コークス使用量削減に向けた開発の経緯

直接溶融・資源化システムのプロセスフロー

種々のごみ（廃棄物）の性状

バイオマスコークス

直5

種6 7 コ7

バ オ
写真4

監修 

新日鉄エンジニアリング（株）
環境ソリューション事業部　
部長 
長田 守弘（おさだ・もりひろ）
（1977年入社  精密工学専攻）

 

新日鉄エンジニアリング（株）
環境ソリューション事業部　
マネジャー 
西  猛（にし・たけし）
（1997年入社 エネルギー応用工学専攻）
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迷
っ
た
ら
、
腹
を
く
く
っ
て

ジ
ャ
ン
プ
す
る

―
―
グ
レ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ニ
ー
な
ど
、
数
々
の
探
検
を

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
冒
険
好
き
な
少
年
時
代
を
送
ら

れ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

５
人
兄
弟
の
末
っ
子
だ
っ
た
僕
は
、
可
愛
が
ら

れ
、
過
保
護
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
山
に
登
る
と

言
え
ば
、
危
な
い
か
ら
や
め
ろ
。
ア
ル
バ
イ
ト
し

た
い
と
言
え
ば
、
余
計
な
こ
と
は
す
る
な
。
父
親

が
小
学
校
の
校
長
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
と
に

か
く
厳
格
で
し
た
ね
。
だ
か
ら
逆
に
自
立
し
た
い
、

好
き
な
こ
と
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
本
当
に
強

か
っ
た
。

僕
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
東
京
の
下
町
、
墨
田
区

で
す
。
周
り
に
は
零
細
な
工
場
群
が
あ
っ
て
、
そ

こ
で
は
集
団
就
職
で
上
京
し
て
き
た
同
年
代
の
若

者
が
た
く
さ
ん
働
い
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
親
元

か
ら
離
れ
て
寮
生
活
を
し
て
い
る
。
そ
れ
が
う
ら

や
ま
し
く
て
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
で

も
、
こ
っ
ち
は
親
の
す
ね
を
か
じ
っ
て
い
る
身
だ

か
ら
、
わ
が
ま
ま
は
言
え
な
い
。
た
だ
、
大
学
に

入
っ
た
ら
、
た
と
え
勘
当
さ
れ
て
も
好
き
な
こ
と

を
思
い
っ
き
り
や
ろ
う
。
そ
う
決
め
て
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
入
学
後
は
４
人
部
屋
で
３
食
付
き

２
５
０
０
円
の
ボ
ロ
ボ
ロ
の
寮
に
入
り
、
授
業
料

も
奨
学
金
で
ま
か
な
い
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
生

活
費
を
稼
い
だ
。
そ
う
や
っ
て
自
立
し
て
、
自
由

を
手
に
し
た
こ
と
が
嬉
し
く
て
仕
方
な
か
っ
た
ん

で
す
ね
。

旅
に
出
よ
う
と
考
え
始
め
た
の
は
高
校
時
代
か

ら
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
こ
ろ
の
僕
は
自
分
の
生

涯
を
か
け
る
べ
き
も
の
が
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ

た
。
で
も
、
こ
れ
は
無
理
と
い
え
ば
無
理
な
話
な

ん
で
す
。
学
校
と
家
の
往
復
だ
け
の
毎
日
で
は
世

界
が
狭
す
ぎ
る
。
も
っ
と
広
い
世
界
に
、
し
か
も

全
く
対
極
に
あ
る
文
化
に
自
分
自
身
を
放
り
込
ん

で
み
た
ら
、
気
づ
か
な
か
っ
た
自
分
が
見
え
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
。
そ
う
思
っ
た
ん
で
す
。

―
―
最
初
の
ア
マ
ゾ
ン
の
川
下
り
は
１
９
７
１
年
。

怖
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

当
時
、
ア
マ
ゾ
ン
に
つ
い
て
の
情
報
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
だ
か
ら
こ
そ
面
白
い
と

思
え
た
。
僕
は
人
一
倍
臆
病
な
ん
で
す
。
た
だ
迷
っ

た
と
き
は
、「
行
っ
ち
ゃ
え
」と
腹
を
く
く
っ
て
ジ
ャ

ン
プ
す
る
。
そ
の
と
き
い
つ
も
感
じ
る
の
が
、「
こ

れ
で
自
分
の
人
生
は
も
っ
と
面
白
く
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
」と
い
う
期
待
。
怖
い
し
、
迷
い
も
た
め

関
野
吉
晴
氏

ゲ
ス
ト
◉
探
検
家
・
医
師

グレートジャーニー： 東アフリカで誕生した初期人類は、数百万年をかけ、進化を遂げながら南米大陸まで移動・拡散した。
その軌跡を英国の考古学者ブライアン・フェイガンが「グレートジャーニー（大いなる旅）」と命名した。関野さんは、南米
からアフリカまで5万キロに及ぶルートを人力で、足かけ10年かけて遡

さかのぼ

った。

2000年12月25日
アルマトイ到着

1998年10月3日
マニリ到着

1997年8月2日
デジネフ到着

1996年9月1日
スカグウェイ到着

1995年10月9日
トゥルボ到着

1993年12月5日
南米ナバリーノ島

1995年
アマゾン源流
中央アンデス探検

1999年10月9日
サンサール到着

2002年2月10日
東アフリカ

ラエトリの足跡化石到着

人類拡散経路のモデル グレートジャーニーのルート

ゴール

スタート

グレートジャーニー・ルート図

桃
源
郷
は
探
す
も
の
で
は
な
く
、

つ
く
り
上
げ
る
も
の

グレートジャーニーの移動手段は人力のみ。写真はペルーにて　
Ⓒグレートジャーニー
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競
争
が
な
い
こ
と
。
こ
れ
が
我
々
の
社
会
と
最

も
違
う
点
で
す
。
一
番
に
な
る
こ
と
に
意
味
が
な

い
。
獲
物
を
誰
が
捕
っ
て
も
、
結
局
は
み
ん
な
で

分
け
合
う
の
で
す
か
ら
。

も
と
も
と
物
質
的
に
平
等
な
社
会
な
ん
で
す
。

持
っ
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
自
然
か
ら
採
集
し
て

自
分
で
つ
く
る
。
土
地
に
関
し
て
も
、
何
か
大
い

な
る
も
の
が
支
配
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し

て
自
分
た
ち
の
も
の
で
は
な
い
。
物
質
的
に
差
が

つ
か
な
い
わ
け
で
す
。

物
が
余
っ
て
い
れ
ば
す
ぐ
に
く
れ
る
し
、
使
っ

て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
気
軽
に
貸
し
て
く
れ
る
。

物
が
必
要
な
人
に
流
れ
る
社
会
な
ん
で
す
。

―
―
私
た
ち
の
社
会
と
は
ま
さ
に
正
反
対
と
い
え
ま

す
ね
。

も
う
ひ
と
つ
、
彼
ら
の
大
き
な
特
徴
だ
と
僕
が

考
え
て
い
る
の
は
、「
ヘ
ラ
ヘ
ラ
主
義
」。
ア
マ
ゾ

ン
の
マ
チ
ゲ
ン
ガ
族
は
、
他
の
先
住
民
や
イ
ン
カ
、

さ
ら
に
は
ス
ペ
イ
ン
人
な
ど
が
侵
略
し
て
き
て
も

徹
底
抗
戦
は
せ
ず
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
、
ヘ
ラ
ヘ

ラ
し
て
で
も
上
手
に
生
き
抜
い
て
き
た
。
精
神
的

プ
ラ
イ
ド
よ
り
生
き
る
と
い
う
実
利
を
取
っ
た
。

ふ
つ
う
、
そ
う
し
た
生
き
方
は
こ
び
て
い
る
よ

う
で
悪
い
イ
メ
ー
ジ
で
す
よ
ね
。
で
も
、
誰
か
を

支
配
し
て
搾
取
に
頼
っ
て
生
き
る
よ
り
、
彼
ら
の

ほ
う
が
よ
ほ
ど
自
立
し
て
い
ま
す
。
我
々
の
社
会

も
学
ぶ
と
こ
ろ
は
大
い
に
あ
る
と
思
う
。

―
―
世
界
を
旅
し
て
、
住
ん
で
み
た
い
理
想
の
土
地

は
あ
り
ま
し
た
か
。

「
住
み
た
い
土
地
は
あ
り
ま
す
か
」と
い
う
質
問

は
よ
く
さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は「
桃
源
郷
は
あ
り

ま
し
た
か
」と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
答
え
は
ノ
ー

で
す
。
そ
ん
な
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、

長
く
暮
ら
し
て
み
た
い
と
思
う
土
地
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
骨
を
埋
め
よ
う
と
思
え

た
土
地
は
な
い
。
結
局
、
一
番
ほ
っ
と
で
き
る
の

は
自
分
の
国
だ
し
、
自
分
の
家
な
ん
で
す
ね
。

そ
れ
は
生
ま
れ
育
っ
た
文
化
が
大
き
い
。
同
じ

文
化
背
景
が
あ
れ
ば
す
べ
て
暗
黙
の
了
解
で
行
動

で
き
ま
す
。
で
も
、
違
う
文
化
で
は
そ
う
は
い
か

な
い
。
例
え
ば
中
東
で
食
事
の
と
き
に
箸
を
使
え

ば
、
質
問
攻
め
に
あ
い
ま
す
。
も
し
そ
れ
が
毎
日

と
な
る
と
、
や
っ
ぱ
り
く
つ
ろ
げ
な
い
ん
で
す
ね
。

誰
し
も
、
自
分
の
生
ま
れ
た
場
所
が
や
っ
ぱ
り

い
い
。
た
だ
、
そ
こ
に
あ
っ
て
ほ
し
い
の
が
、「
当

た
り
前
」の
も
の
。
好
き
な
こ
と
が
で
き
る
、
水

や
大
地
が
汚
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
が
失
わ
れ

た
ら
、
な
ん
と
し
て
も
取
り
戻
す
べ
き
で
す
。
つ

ま
り
、
桃
源
郷
は
、
探
す
も
の
で
は
な
く
て
、
自

分
た
ち
で
つ
く
り
上
げ
る
も
の
。
な
に
も
40
年
も

世
界
を
回
ら
な
く
て
も
気
が
つ
く
こ
と
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど（
笑
）、
旅
を
し
て
、
僕
は
そ
の
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

ら
な
い
。
地
球
が
丸
い
こ
と
も
知
ら
な
い
。
彼
ら

に
と
っ
て
世
界
は
川
と
森
で
で
き
て
い
る
。
そ
し

て
、
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
川
に
つ
い
て
は
す
べ
て

知
り
尽
く
し
て
い
ま
す
。
ど
こ
に
魚
が
い
る
か
、

薬
草
が
採
れ
る
か
、
動
物
が
獲
れ
る
か
。
け
れ
ど
、

隣
や
、
隣
の
隣
の
川
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
な

い
。
自
分
た
ち
の
川
が
世
界
の
す
べ
て
な
ん
で
す
。

だ
か
ら
僕
が
行
っ
た
と
き
に
も
ま
ず
、「
お
ま

え
は
ど
こ
の
川
か
ら
来
た
」と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。

当
時
、
僕
は
東
京
の
国
立
市
に
住
ん
で
い
た
か
ら

「
多
摩
川
」と
答
え
る
と
、「
そ
こ
に
魚
は
い
る
の

か
？ 

ど
ん
な
動
物
が
い
る
の
か
？
」と
聞
か
れ
る
。

「
こ
こ
ほ
ど
魚
や
野
鳥
は
い
な
い
」と
言
う
と
、
か

わ
い
そ
う
に
と
同
情
さ
れ
ま
し
た
け
ど
ね（
笑
）。

競
争
や
支
配
と
無
縁
の
人
々

―
―
ア
マ
ゾ
ン
の
人
々
と
私
た
ち
と
の
最
大
の
違
い

は
何
だ
と
お
感
じ
で
す
か
。

ら
い
も
あ
り
ま
す
が
、
ジ
ャ
ン
プ
し
て
後
悔
す
る

こ
と
は
な
い
。
や
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
は
そ

れ
で
仕
方
な
い
わ
け
で
す
か
ら
。

世
界
は
川
と
森
で
で
き
て
い
る

―
―
世
界
中
を
旅
し
た
グ
レ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ニ
ー
。
常
識

を
く
つ
が
え
さ
れ
る
よ
う
な
土
地
は
あ
り
ま
し
た
か
。

10
年
も
旅
を
続
け
ま
し
た
が
、
実
は
そ
れ
以
前

に
通
っ
て
い
た
ア
マ
ゾ
ン
以
上
の
驚
き
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
や
は
り
あ
そ
こ
は
特
別
な
場
所
。

世
界
中
の
ど
こ
に
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
は
、

自
然
と
一
体
と
な
っ
た
あ
の
独
自
の
世
界
観
で
す
ね
。

世
界
の
99
％
の
人
は
世
界
地
図
を
知
っ
て
い
ま

す
よ
ね
。
大
陸
が
あ
っ
て
、
海
が
あ
っ
て
、
砂
漠

が
あ
る
。
た
と
え
内
陸
の
モ
ン
ゴ
ル
人
で
あ
っ
て

も
、
海
は
見
た
こ
と
が
な
く
て
も
、
そ
の
存
在
は

知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
、
僕
が
接
触
し

た
ア
マ
ゾ
ン
の
マ
チ
ゲ
ン
ガ
族
は
海
も
砂
漠
も
知

プロフィール◉せきの・よしはる　1949年東京都生まれ。75年
一橋大学法学部卒業。82年横浜市立大学医学部卒業。一橋大学在
学中に探検部を創設しアマゾン川全域を下る。その後、医師になって
からも20年以上にわたって南米の奥地を旅する。93年より「グレー
トジャーニー」をスタート。アフリカで誕生した人類が南米の最南端
まで至る道のりを逆ルートで辿るこの旅は、人力だけを頼りに10年
の歳月をかけ、2002年タンザニア・ラエトリにゴールした。99年
植村直己冒険賞受賞。04年からは「新グレートジャーニー 日本列
島にやって来た人々」をスタートさせる。現在、武蔵野美術大学教授
（文化人類学）。

毒を持った根を使って大量に魚を捕ったマチゲンガ族
Ⓒ関野吉晴



新
日
鉄
と
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

（
株
）
は
、
高
炉
改
修
工
事
な
ど

に
よ
る
鉄
源
能
力
変
化
へ
の
対

応
、
短
期
的
な
需
給
環
境
変
化

へ
の
対
応
な
ど
の
観
点
か
ら
、

両
社
の
鉄
源
能
力
の
有
効
活
用

を
目
的
と
し
た
半
製
品
の
相
互

供
給
に
つ
い
て
、
都
度
、
具
体

的
条
件
に
つ
き
協
議
を
行
っ
て

い
く
こ
と
で
合
意
し
た
。

両
社
は
今
後
も
必
要
に
応
じ

た
半
製
品
の
相
互
供
給
な
ど
を

通
じ
て
、
お
客
様
に
対
す
る
よ

り
一
層
の
安
定
供
給
に
努
め
て

い
く
。

新
日
鉄
が
展
開
す
る
建
築
宅
工

法
「
ニ
ッ
テ
ツ
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ー

ム
Ⓡ

工
法
（
Ｎ
Ｓ
Ｆ
工
法
）」
が
初

め
て
、
教
会
の
建
設
に
採
用
さ
れ
た
。

Ｎ
Ｓ
Ｆ
工
法
が
採
用
さ
れ
た
の

は
名
古
屋
市
の
平
針
キ
リ
ス
ト
教

会
。
既
存
の
建
物
が
老
朽
化
し
建

て
直
す
に
あ
た
り
、
短
工
期
・
耐

久
性
・
経
済
合
理
性
な
ど
Ｎ
Ｓ
Ｆ

新
日
鉄
と

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル（
株
）が

半
製
品
を
相
互
供
給

ニ
ッ
テ
ツ
ス
ー
パ
ー
フ
レ
ー
ム
Ⓡ

工
法
が
教
会
に
採
用

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
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６
７
│
２
１
３
５

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
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新
日
鉄
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
有

力
リ
ロ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
で
あ

るY
ung K

ong G
alvanising 

Industries Berhad

（
Ｙ
Ｋ
Ｇ

Ｉ
）
が
新
た
に
発
行
す
る
優
先
株

（
転
換
権
付
）
を
、
２
０
１
０
年

６
月
を
め
ど
に
引
き
受
け
る
こ
と

で
合
意
し
た
。

本
出
資
に
よ
っ
て
、
同
社
と

の
さ
ら
な
る
信
頼
関
係
の
強
化
、

熱
延
鋼
板
の
安
定
供
給
に
よ
る

取
引
関
係
の
拡
大
を
通
じ
、
引

き
続
き
成
長
が
見
込
ま
れ
る
同

国
薄
板
需
要
の
安
定
的
捕
捉
を

図
っ
て
い
く
。

経　営

経　営

技　術

マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る

鋼
板
製
造
事
業
会
社
へ
の

出
資

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
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６
８
６
７
│
２
１
３
５

愛知県名古屋市の平針キリスト教会。2階建（延床328㎡）、
設計施工はアイシン開発（株）

www.nsc.co.jp
新日本製鉄発信のプレスリリース
は、ホームページに全文が掲載さ
れていますのでご参照ください。

住
宅
建
材
開
発
グ
ル
ー
プ

 
０
３
│
６
８
６
７
│
５
３
２
５

  juhtaku@
nsc.co.jp

新
日
鉄
と
日
本
電
工（
株
）
は

こ
れ
ま
で
マ
ン
ガ
ン
系
合
金
鉄

な
ど
の
取
引
を
通
じ
緊
密
な
取

引
関
係
を
構
築
し
て
き
た
が
、

こ
の
ほ
ど
双
方
の
競
争
力
強
化

と
企
業
価
値
向
上
の
た
め
に
、

提
携
施
策
を
一
層
強
化
し
て
い

く
こ
と
で
合
意
し
た
。
ま
た
、

新
日
鉄
は
本
提
携
を
円
滑
か
つ

確
実
に
実
行
し
て
い
く
た
め
に

日
本
電
工
の
株
式
を
15
％
ま
で

買
い
増
す
こ
と
と
し
た
。

経　営

新
日
鉄
と
日
本
電
工（
株
）

が
戦
略
的
提
携
に
合
意

工
法
の
利
点
が
総
合
的
に
評
価
さ

れ
た
。
戸
建
住
宅
か
ら
始
ま
っ
た

Ｎ
Ｓ
Ｆ
工
法
は
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ

ン
や
寮
・
社
宅
、
老
人
健
康
施
設

な
ど
を
は
じ
め
、
多
様
な
建
築
物

に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

Klang Kuching

YKGI の工場（マレーシア・Klang）

G
GROUP CLIP
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8日／15：00
クァルテット・エクセルシオ
　　　  　～フランスの薫り

14日／19：00、15日／14：00
紀尾井シンフォニエッタ東京
第74回定期演奏会
（指揮：ライナー・ホーネック）
ホーネックが運ぶウィーンの風
～薫り高い古典美～
ハイドン、モーツァルトと
シューベルトの「グレイト」

ヴィオラスペース2010 vol.19
独奏、室内楽、オーケストラとの
共演で聴くヴィオラの魅力

26日／18：30
<第一夜>　謳うヴィオラ
シューベルト：「冬の旅～ヴィオラとピアノ
のための」より
バッハ：シャコンヌ（ヴィオラ版） ほか
27日／18：30
<第二夜>　踊るヴィオラ
ブラームス：ヴィオラソナタ 第2番
エーレンフェルナー：ヴァイオリンと
ヴィオラのための協奏曲より第一楽章 ほか

5月公演から

http://www.kioi-hall.or.jp

（財）新日鉄文化財団

お問い合わせ・チケットのお申し込み先
紀尾井ホールチケットセンター（日・祝休）  
TEL 03-3237-0061

4
月
1
日
よ
り
、
ス
タ
ー
フ
ラ

イ
ヤ
ー
北
九
州
線
の
機
内
テ
レ
ビ

で
日
本
の
産
業
遺
産
が
紹
介
さ
れ
、

そ
の
第
一
弾
で
新
日
鉄
八
幡
製
鉄

所
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
（
〜
4
月

30
日
ま
で
）。
ま
た
、
こ
れ
に
合

わ
せ
て
北
九
州
で
製
造
さ
れ
て

い
る
商
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

機
内
で
ス
チ
ー
ル
缶
飲
料
を
無

製　品製　品

広　報

の
短
縮
、
航
海
後
の
補
修
塗
装
な

ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
大
幅

８
０
０
ト
ン
）で
採
用
さ
れ
、
05
年

度
の
本
格
販
売
以
来
、
全
国
37
都

道
府
県
で
累
計
受
注
１
０
０
橋
（
同

約
２
７
０
０
ト
ン
）を
達
成
し
た
。

橋
の
架
け
替
え
に
新
メ
タ
ル
橋「
角か

く
た
ば
し

太
橋
Ⓡ

」採
用
増
加

ス
タ
ー
フ
ラ
イ
ヤ
ー
機
内
テ
レ
ビ
で
八
幡
製
鉄
所
を
紹
介

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
４
６

クァルテット・エクセルシオは
2008年新日鉄音楽賞 フレッシュ
アーティスト賞を受賞した実力派。
弦楽四重奏に音楽家人生をかける
彼らが今回取り上げるのは、近現
代フランスを代表する3人の作曲
家ドビュッシー、ラヴェル、デュティ
ユーの名曲。新緑芽吹く5月にフ
ランスの薫り高い音楽の世界をお
楽しみください。

クァルテット･エクセルシオ
～フランスの薫り

スケジュール

機内テレビで放映される「日本の命運を担った鉄の都」より

猿田川端橋での角太橋施工状況（秋田県秋田市）

削
減
を
実
現
す
る
。

償
配
布
す
る
。

◆
発
泡
酒
＝
北
九
州
出
発
便
の
一
部
で
、

機
内
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
に
追
加

◆
コ
ー
ヒ
ー
・
お
茶
＝
東
京
発
93
便

（
23
時
15
分
発
）
で
お
客
様
の
降
機
時

に
提
供

スターフライヤー機

訂正 3月号GROUP CLIP（P13）「国際熱核融合実験炉超伝導コイル用導体の製造を開始」で、イーターイメージ図の提供キャプションに誤りがありました。
 正しくは「ITER機構」です。お詫びの上、訂正いたします。

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

建
材
開
発
技
術
部

 
０
３
│
６
８
６
７
│
６
８
６
６

新
日
鉄
の
高
耐
食
性
鋼
管
「
マ

リ
ロ
イ
Ⓡ

鋼
管
」
が
、（
株
）ア
イ
・

エ
イ
チ
・
ア
イ 

マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
建
造
船
で
の
15
年
間
の
適
用
評

価
を
踏
ま
え
、
同
社
建
造
船
の
バ

ラ
ス
ト
管
に
本
格
的
に
採
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

同
製
品
は
船
舶
に
無
塗
装
で
使

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
造
時

の
塗
装
工
程
の
省
略
、
建
造
工
期

新
日
鉄
が
開
発
し
た
角
形
鋼
管

を
用
い
た
新
形
式
メ
タ
ル
床
版
橋

「
角か

く
た
ば
し

太
橋
Ⓡ

」
が
、
更
新
橋
梁
に
求

め
ら
れ
る
軽
い
、
薄
い
、
短
工
期

な
ど
の
特
長
を
活
か
し
て
採
用
実

績
を
伸
ば
し
て
い
る
。
２
０
０
９

年
度
に
は
33
橋
（
鋼
材
重
量
約

15年経過後（さび層ショット後）
全面腐食になっており、クレーターはある
ものの、局部的に深い腐食は見られない

マリロイ鋼管外観

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

高
耐
食
性
鋼
管「
マ
リ
ロ
イ
Ⓡ

鋼
管
」が

船
舶
の
バ
ラ
ス
ト
管
に
本
格
採
用
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都
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代
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区
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2-6-1 TEL03 -6867 -4111　
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編
集
発
行
人
   総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー
所
長
　
 丸
川
 裕
之
  ／
 企
画
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
　
株
式
会
社
日
活
ア
ド
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー

●
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
FAX
:03-6867-3597

●
本
誌
掲
載
の
写
真
お
よ
び
図
版
・
記
事
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
。

文藝春秋　2010年 4月号掲載

祐成 政徳 （すけなり・まさのり）
 作者プロフィール／ 1960 年福岡県生まれ。武蔵野美術大学油絵学科卒業。93年
から一年余ドイツ、ミュンヘン州立芸大に留学（シュタイナー奨学金）。その後も
ドイツに滞在制作で招かれ 97年個展「OPERA」を開催。2003 年チェコ “House 
of Art”にて個展を開催。2006年第六回上海ビエンナーレ参加、2007年エルマンノ・
カソリ・プライズ  コミュニケーション特別賞受賞。2002年より東京造形大学非常
勤教員、現在に至る。
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新日鉄ギャラリー　大分製鉄所
新日鉄の ECO Products　加工性が良くて強い　自動車を支える新日鉄のハイテン ……7
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